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播磨町自殺対策計画 概要版 

令和６年度 
（2024） 

令和11年度 
（2029） 

令和５（2023）年度に第１期計画の計画期間が終了となることから、引き続きすべての町民が

かけがえのない個人として尊重され、「生きることの阻害要因」を減らし、併せて「生きることの

促進要因」を増やすことを通じて、誰も自殺に追い込まれることのない社会を実現することをめ

ざし、「播磨町自殺対策計画」を策定します。 

計画策定の趣旨 

●自殺対策基本法第 13条第２項の規定に基づく「市町村自殺対策計画」です。 

●町の最上位計画である「播磨町総合計画」や上位計画である「播磨町地域福祉計画」、医療・

保健・福祉分野をはじめとした関連計画との整合を図るものとします。 

●国の「自殺総合対策大綱」及び兵庫県の「兵庫県自殺対策計画」の方針を踏まえたものとしま

す。 

●「第３次はりま健康プラン」の一部であり、

「播磨町健康増進計画」「播磨町食育推進計

画」と一体的に策定される計画です。 

●令和６（2024）年度から令和 11（2029）年度ま

での６年間を計画期間として設定します。 

 

計画の位置づけ 

 

第３次はりま健康プラン 

播磨町健康増進計画 

播磨町食育推進計画 

播磨町自殺対策計画（本計画） 

※目標値の設定については、計画目標（令和５（2023）

年から令和 10（2028）年の６年間の自殺死亡率の平

均）が基準値（平成 30（2018）年から令和４（2022）

年の５年間の自殺死亡率の平均）から 30％以上減少す

るものとして設定している。 

計画の数値目標 

令和 10年までの自殺死亡率を基準値に比べて 30％以上減少させる。 

基準値 計画目標 項目 

自殺 
死亡率 13.82 9.67 

自殺対策を進めるために設置した、学識経験者や地域活動団体の代表、医療や福祉、教育関係

者によって構成される「播磨町自殺対策連絡協議会」を中心に、町、町民、関係機関等が一体と

なって取り組むために「播磨町自殺防止対策協力連携事業」を町全体で実施することで、すべて

のいのちをみんなで支えるまちづくりを進めていきます。 

推進体制 

播磨町自殺対策連絡協議会 既遂・未遂事例検討会議 

検討 

報告 
報告 フィードバック 

播磨町総合相談推進委員会 

自殺防止対策部会 

関係機関や団体、地域住民による協働・連携（自殺防止対策協力連携事業） 

播磨町で暮らす住民 

※「自殺死亡率」とは、人口 10 万人当たりの自殺者数を表す。自殺死亡率は、「（ある年の自殺者数÷

同年１月１日の住民基本台帳に基づく人口）×10 万」によって算出され、単位は「10 万人対」とな

ります。播磨町の人口規模を鑑み、個人の特定を避けるために、自殺者数５人以下の数値は自殺死亡

率あるいは割合で表記しています。 



３ ２ 

基本目標２ 
自殺対策に携わる人 

への支援 
 
 
 

（１）支え合う人や環境を整える 

（２）遺族支援活動を行う 

（３）支援者へのケア 

基本目標３ 
住民への 
周知と啓発 

 
 
 

（１）我が事としての意識啓発の取組 

（２）情報の発信と共有の工夫 

基本目標４ 
生きることの 

促進要因への支援 
 
 
 

（１）居場所づくりによる支援 

（２）相談支援体制の充実 

（３）自殺をさせない環境づくり 

重点目標１ 
子ども若者の 
自殺対策 

 
 
 

（１）子どもが安心して過ごすことのできる 

環境の構築 

（２）子どもの健全な育成の推進 

（３）いのちの大切さを学ぶ取組の実施 

（４）青少年や家族への支援 

重点目標２ 
働く世代への 
支援強化 

 
 
 

（１）自殺対策・自殺予防に向けた情報の提供 

（２）事業者への働きかけ 

（３）就労に関する困難を抱える人への支援 

計画のポイント 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いのちを守るための取組 

まちが いきいき きらめくはりま 
～すべてのいのちをみんなで支えるまちづくり～ 

基本理念 

基本目標 

基本目標１ 
地域における 

ネットワークの強化 
 
 
 

（１）全庁的な取組 

（２）町全体での自殺対策の推進 

（３）いのちを守るための支援・連携体制の強化 

重点目標 

国の動向 

（『自殺総合対策大綱』より） 

令和４（2022）年 10 月閣議決定 

●子ども・若者の自殺対策の更なる推進・強化 

●女性に対する支援の強化 

●地域自殺対策の取組強化 

●総合的な自殺対策の更なる推進・強化 

県の動向 

（『兵庫県自殺対策計画（中間見直し）』 

より）令和５（2023）年５月策定 

「女性の自殺対策」を新たに加えて、重点施策

４分野を設定している。 

●相談体制の充実強化【重点】 

●子ども・若者の自殺対策の推進【重点】 

●中高年層の自殺対策の推進【重点】 

●女性の自殺対策の推進(新)【重点】 

国・県の動向 

●町の自殺死亡率は令和３（2021）年以降増加

しており、令和４（2022）年には県と並んで

いる。 

●自殺者に占める有職者の割合が国・県を上回

っている。 

●男性の 30 歳代、40 歳代、50 歳代の自殺死亡

率が国・県を上回っている。 

●女性では 20 歳未満、30 歳代、50 歳代、80 歳

以上の自殺死亡率が国・県を上回っている。 

町の現状 

20 歳未満の子どもや若者に対する 

自殺対策の充実 
 

仕事上や家庭における悩みを抱える 

働き盛り世代への支援の充実 

我が国の自殺対策がめざすのは「誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現」であり、この考え方は「誰一人取り残さない」持続可能でよりよい社会の実現をめざすＳＤＧｓの理念と合致するものです。本計画においても、
基本目標ごとにＳＤＧｓの目標を掲げ、いのちを守るための取組の推進を通して、ＳＤＧｓの定めるゴールの達成に貢献します。 


